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問題

児童・生徒はどのような教師を望ましいと考えているのだろうか．また何を手がかりにして，

望ましい教師だと判断しているのて．あろうか．教育の実践において効果をあげている教師がどの

ような行動をし，またどのような特性をもっているかについては，その授業行動の分析などによ

って多くの研究が行われてきた．ただしそのほとんどが，おとな(研究者や現職教師など)の行っ

た評価を基礎にしている．ところで，教師は児童・生徒との相互作用の場の中で行動している．

従って，児童・生徒の立場から，彼らがどのような教師を望ましいと考えているのかを検討して

みることもまた重要だと思われる．もちろん，児童・生徒が望む教師が必ずしも教育的に優れた

教師とは限らないが，しかし，児童・生徒が望むものからかけはなれた教師であれば，そのもっ

ている能力を充分に発揮することができないことも，また明らかである．

以上の点をふまえ，本研究では児童・生徒が期待している教師の特'性を，実験を通して検討し

てゆくことにする．具体的には一定の条件設定のもとで教人の人物写真を提示し，その中から望

ましいと思う教師(実験では教育実習生)を選択させる．そして,その人物に対する評価を行わせ，

さらに選択した理由を記述させる．なお，選択の手がかりとなる要因としては容貌や全体的印象

が考えられるが，その全体的印象に影響をおよぼす可能性のあるものとして，人物写真の提示順

や服装などがあげられた．このため実験には人物の提示順や服装も条件として組込まれている．

方法

被験者熊本大学教育学部附属小学校4年生，計69名．

実験の実施場所熊本大学教育学部附属教育工学センター(AVラボラトリー)．

実験の手続き実験はすべてVTRを視聴することによって進められた．テープの内容を順を

おって以下に示す．

1．インストラクター(女性)が画面に登場し実験への協力を依頼する．

2.教育実習が実施されたことを確認し，実習生と楽しくすごせたかどうかをたずねる．さらに

来年はどんな人が実習生としてやってくるのだろうかと問いかける．

3.つづけて3枚の人物写真を写すのでよく見るようにとの指示を与える．

4.人物(教育学部2年生)写真を3枚連続して提示する．

5.今見た3人は，来年被験者の学校へ実習生としてやってくることになっている人物だと説明

する．さらに，3人のうちから自分達の担任になって欲しいと思う人物を選択するように指示
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